
出水市では、令和２年度末までに小中高すべての学校で、１人１台端末と高速大容量の通信ネットワークの一体的な整
備が１００パーセント完了しており、その活用を進めるために、教職員対象の土曜講座、ＩＣＴ機器活用講座などの自主
研修も含め、累計で１６講座開催し、３１３人が参加しました。また、各学校に市教委の担当指導主事やＧＩＧＡスクー
ルサポーターが訪問し、ＩＣＴ活用法の校内研修も実施しています。さらに、様々な機会に自宅にタブレットを持ち帰り、
すべての学校でオンライン授業も実施しました。今後も定期的に研修会を開催し、１人１台端末の授業等での活用を推進
していきます。
各学校での１人１台端末の活用状況は、教職員へのアンケートから「毎日使用している」３４％、「週３日以上」５２％、

「週１日以上」８１％との結果となっており、多くの授業で活用されている状況にあります。児童生徒は、必要に応じて
いつでもインターネットを通じて、様々な情報を検索・収集することはもちろん、Ｇｏｏｇｌｅのアプリや学習支援アプ
リ「ロイロノート・スクール」を活用して、先生や他の児童生徒とも情報を共有したり、協働で情報を整理・分析したり
して思考力・判断力・表現力等を育む学習を行っています。また、算数の授業で、正多角形の基本的な性質をもとに、プ
ログラミングを通して正多角形の作図を行ったり、理科の授業で、観察・実験の写真やグラフを挿入してレポートや資料
を作成したりするなど、教科の特性に応じて様々な活用がなされています。現在の学校での学びは、ＧＩＧＡスクール構
想のステップ１「“すぐにでも”“どの教科でも”“誰でも”活かせる１人１台端末」から、ステップ２「教科の学びを深め
る。教科の学びの本質に迫る。」の段階にあります。
今年度は、動画、音声を利用した問題や試行錯誤が可能なＣＢＴの特性を活かした問題の充実、多様化に対応するため

に、文部科学省ＣＢＴシステム（ＭＥＸＣＢＴ：メクビット）を全２１校に導入しました。また、教材の充実として、文
字や図の拡大、音声や動画を再生するなど利点が多い学習者用デジタル教科書を小学５年～中学３年の英語及び算数・数
学または理科を全２１校すべての児童生徒に配布しています。さらに、今後の取組として、プログラミング的思考力や創
造性、問題解決能力等を育成することを目標にプログラミングコンテストを開催することとしています。どんな作品がで
きあがるのか今から楽しみです。
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児童生徒が学校や家庭において、国や地方自治体等が作成した問題を活用し、
オンライン上で学習や自動採点、分析ができるＣＢＴ（Computer Based Testing
：コンピュータを使った試験方式）システムのことです。動画、音声を取り入れ
た出題や試行錯誤が必要な出題ができる特性を活かして、「思考力」や「問題発見
・解決能力」などの、これまで測定が困難だった能力の測定が可能になることが
期待されており、現在、大学入試センターでは、大学入学共通テストにおけるＣ
ＢＴを活用した出題について調査研究が進行しています。
また、令和５年度全国学力・学習状況調査の中学校英語「話すこと」調査（全

ての中学校）及び生徒質問紙調査（一部の中学校）については、本システムを活
用し、オンライン方式で実施されることが決定しており、準備及び対策が進めら
れています。
なお、本市立学校21校すべてに導入済みで、授業や家庭学習で活用しています。

新学習指導要領を踏まえた「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善や、特別な配慮を必要とする児童生
徒等の学習上の困難低減のため、学習者用デジタル教科書が制度化されました。これにより、これまでの紙の教科書を
主たる教材として使用しながら、必要に応じて学習者用デジタル教科書を併用することができることとなりました。
端末に表示して使うデジタル教科書は学ぶ内容は紙と同じ

ですが、文字や図の拡大、漢字にルビを振る、ペンやマーカ
ーで書き込む、音声や動画を再生するなど利点が多く、英語
ではネイティブ・スピーカーの発音を確認することもでき、
学習方法が広がります。
本市立学校では小学５年～中学３年の英語及び算数・数学

または理科のデジタル教科書を全児童生徒に配布しています。
また、国はデジタル教科書を２０２４（令和６）年度から

小学５年～中学３年の英語、２０２５年度から算数・数学で
本格的に導入する方針です。

学習支援アプリ「ロイロノート・スクール」を活用して、教師が動画やＷｅｂページ、ＷｏｒｄなどをＰＤＦに変換
した資料をクラス全員または個人に配布し、資料を表示した画面を配信して書き込みながら説明したり、児童生徒から
回収した考えや答えを大型テレビに一覧表示し共有したりして、児童生徒一人一人の状況を把握しながら授業を展開で
きます。児童生徒は問題を解答したノートまたは考えをまとめたノートを撮影して教師に提出したり、１枚のカードを
グループで共有して協働で作成・編集したりすることができ、リアルタイムに考えを共有しながら学び合います。
また、国語の音読、英語の発音、音楽のリコーダー演奏などを録音・録画して何度も繰り返し練習したり、発表し

ながら録音・録画したりすることもできます。（写真：左から鶴荘学園後期課程と大川内中学校の集合学習、米ノ津東
小学校、米ノ津小学校）

一人一人が台湾の埔里鎮(プーリーチン)と韓国の順天市
(スンチョンシ)の児童生徒とつながり、英語で交流・議論を
行います。海外とつながる｢本物のコミュニケーション｣によ
り、児童生徒の発信力を高めます。これまで１１校が３７回
のオンライン交流を実施しました。（写真：高尾野中学校）

ビジュアルプログラミング言語とは、プログラムを
テキストで記述するのではなく、視覚的なオブジェク
トでプログラミングするプログラミング言語です。作
品の制作を通して、プログラミングに親しみ、プログ
ラミング的思考力や創造性、問題解決能力等を育成し
ます。（写真：左から江内小学校、米ノ津小学校）


